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見いだした。また一方において、免疫調節能を有する invariant natural killer T cell (iNKT細胞)の活性化
物質として知られている α-galactosylceramide (α-GalCer)をマウス個体に投与することによっても、
DEC-205陽性DCが選択的に活性化されることを見いだした。花粉症などのアレルギーの病態においては、








の Th1 型サイトカインが放出されると、IgE を介したアレルゲンの刺激を受けた感作マスト細胞からのヒ
スタミン遊離が抑制出来ることが、本研究の結果初めて明らかとなった。 
 第二次審査では、IL-10とヒスタミン遊離について、DCの選択的活性化と組織好酸球・iNKT細胞・制
御性T細胞・免疫療法との関係について、Th1/2のバランスを変化させうる物質の存在になどに関し質問さ
れたが、それぞれに対し的確な応答がなされた。本研究成果は、DCの選択的活性化により様々なアレルギ
ー疾患が制御可能であることを示し、新たなアレルギー疾患制御への道を拓くことを明らかにしたものであ
り、学位論文として十分価値のあるものと認定した。 
